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「われわれはみなゴーゴリの外套から出てきた」という有名な言い回しをご存知だろうか？
　 「われわれロシアの作
家はみなニコライ・ゴーゴリの短編『外套』
（一八四二年）
の影響を受けている」というくらいの意味だが、ゴーゴリの着ているコートの下から小さなサイズの作家たちがぞろぞろ出てくる場面が想像さ て、ちょっと可笑しい。ちなみに『外套』は、苦労し ためたお金で外套を新調し と思ったらたちまち盗られて死んでしまい幽霊になる、 がない役人の物語だ。
ただこのフレーズ、フョードル・ドストエフスキーが言
ったものという が通説になっているが、そ 真実ではないようだ。フランスの 交官ウージェーヌ?メルシオール・ド・ヴォギュエが『ロシア小説』
（一八八六年）
という
本の中でこのフレーズを披露しているのだが、ヴォギュエ
はドストエフスキーに会ったことがないのだ。でもドストエフスキーはゴーゴリが大好きだったし、処女作『貧しき人々』
（一八四六年）
を書き上げたとき「第二のゴーゴ
リ！」と絶賛されたほどなので、あたかもドストエフスキーのことばであるかのように伝わってしまったのだろう。『貧しき人々』は、社会の片隅に生きる役人と若い娘が交わした手紙からなる書簡体小説だが、中には『外套』に言及されている箇所もあり 明らかに の影響が見て取れる。こうした先行作品との響き交わし いわゆる「間テクスト性」は先行テクストを明示する場合もあれば 仄めかすだけのときもあ し、パロディにすることもあるが、物語に新たな強度を与え、新鮮な解釈を生む可能性をもたらしてくれる。
もうひとり「ゴーゴリの外套から出てきた」作家にミハ
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉
イル・ブルガーコフがいる。一九二九年から四〇年にかけて執筆された『巨匠とマルガリータ』はブルガーコフの代表的長編で、抜群に面白い。自分の書いた小説を御用批評家にくそみそに非難された「巨匠」が思いあまって暖炉で燃やしたはずの原稿。ところが、巨匠を救うために魔女となった恋人マルガリータに再会すると、ふたりの目の前にその原稿が忽然と姿を現す そのとき悪魔ヴォラントが口にするのが「原稿は燃えない」という有名なセリフである。
このことばは、一九世紀のゴーゴリが晩年『死せる魂』
第二部を手ずから暖炉にくべ 燃やしてしまっ 事実を想起させるとともに、二〇世紀、スターリン時代 不遇 作家人生を送ったブルガーコフが亡 なって何年もしてからようやく『巨匠 マルガリ タ』 日の目 見たこ
（原
稿が奇跡のように生きのびたこと）
とも重ね合わせられ、深い
感動を覚えずにはいられない。自 の運命を予言した書物『巨匠とマルガリータ』は、そのことばどおり燃えずに残り、不滅の命を与えられたのである
そして冒頭の可笑しなフレーズは、はるか時空を超えて
現代の物語の中にまで響いている。ベンガ 出身の英語・イタリア語作家ジュンパ・ラヒリの長編『その名にちなんで』
（二〇〇三年）
は、アメリカ在住のインド系移民一家の
物語で、父がロシアの作家 ちなんで息子 「ゴーゴリ」
と名づける。ここまで読んでくださった方ならもう、父と息子ゴーゴリの次のようなやりとりを見逃しはしないだろう。
「ドストエフスキーが何て言ったか知ってるか？」
ゴーゴリは首を振る。
「われわれは、みなゴーゴリの外套から出た」「それって、どういうこと？」「いずれ、わかるように るさ」
ぬまの・きょうこ
　 総合国際学研究院教授
　 ロシア文学
文献案内ゴーゴリ『鼻／外套／査察官』浦雅春訳、光文社古典新訳文庫、二
〇〇六年
―
『死せる魂』上・中・下巻、平井
肇・横田瑞穂訳、岩波文庫、一九七七年
ドストエフスキー『貧しき人々』安岡治子
訳、光文社古典新訳文庫、二〇一〇年
ミハイル・Ａ・ブルガ コフ『巨匠とマル
ガリータ』水野忠夫訳、河出書房新社、二〇〇八年
ジュンパ・ラヒリ『その名にちなんで』小
川高義訳、新潮社、二〇〇四年
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